
ICT活用シート

＜作成者＞

＜教科＞ ＜学年、学習集団＞ ＜使ったアプリケーション＞

体育 小学部高学年 カメラ、iMove、Clips

＜課題、改善点＞
・手本動画と実践動画を１つの画面で同時に見せて、比較させるとよりわかりすくなる。
・手本の写真から子どもにかっこいい部分を選ばせる（指さし、シールなど）ことで子ど
もが主体的に考えることができる。
・手本の良・悪を教員が行い、良・悪のメリハリをつけるとわかりやすくなる。

＜題材名
かっこよくなげよう

＜授業計画＞
・投げるところを動画撮影し、児童に見せる。
・投げるフォームの良・悪の２パターンの動画を見せる。
・目的（遠くに投げるなど）によって、腕の上げ方、体の向きなどスローモーションやコ
マ送りでフォームを見て、矢印やマークでどう動くのか確認する。

＜教材や授業の様子の写真＞

＜工夫した点＞
・児童がわかりやすいように、○や×の記号は大きく目立つものを見せた。
・視覚による正誤だけでなく、聴覚による判断もできるように○や×に効果音をつけた。
・意識するポイントが分かるように、練習を行う前に良い手本と悪い手本を示した動画を
見るようにした。

＜ICT機器を活用したことによって感じられたメリットや成果＞
・「Clips」の効果音を使うことで、児童が楽しそうに自身の動きを確認していた。
・毎時間意識するポイントを確認できる。
・自分の動きをすぐに確認できる。
・自分の動きがすぐ見られるので、意欲的に活動に参加する姿が見られた。

↑撮影した動画を見ている様子 ↑上手く投げられなかったの時の動画

↑ イラストと効果音で自分のフォームを確認 ↑
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